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１．研究計画の概要
2004年 12月 26日にスマトラ島沖大地震に

伴い発生した大津波は、インド洋沿岸一帯の
人間社会および自然生態系に甚大な被害を
与えた。このような極めてまれに起こる大規
模撹乱が生態系に与える影響の定量的評価
には、事前データの入手が困難であるという
問題点がある。研究代表者らは、2001 年より
タイ南西部の沿岸生態系を対象に、生物多様
性および生態系機能の変動について調査し
てきた。その過程で、一部の調査地が上述の
大津波で激甚な撹乱を受けた。しかし、他の
調査地では津波の影響は軽微であった。これ
により、撹乱の程度の異なる場所における事
前事後の比較により津波の影響評価を行う
非常に稀有な機会を得た。
本研究課題は、熱帯沿岸生態系の主要な構

成要素である海草藻場を対象に、カタストロ
フィックな大規模撹乱と局所的な環境改変
の複合効果が生物群集に与える影響を解明
することを目的とする。これを達成するため、
群集・生態系生態学、リモートセンシング、
地理情報学、生物地球化学を統合したアプロ
ーチにより、津波発生前後の広域かつ長期に
わたる海草藻場の変動パターンを解析する
と共に、野外操作実験と統計的解析により、
大規模撹乱と局所的環境変動の複合効果の
検証および予測を行う。
具体的には、以下の課題について研究を行

う。
(1) 生物群集の長期変動解析：津波および他
の環境要因の影響が異なる複数の海草藻場
において、海草群集および付随する動物群集

の定期的な定量調査を行い、既存データと併
せ、津波前後の 10 年間の長期変動パターン
を明らかにする。
(2) 海草藻場の堆積物環境の変動解析：海草
藻場の物理的・化学的観測により、モンスー
ンによる物理撹乱、および河川水流入に伴う
物理的・化学的撹乱の影響を評価する。また、
大深度の柱状コアを採集し、物理的・化学的
分析を行うことにより、過去数年～十数年ス
ケールでの海草藻場の撹乱履歴を明らかに
する。
(3) 現地リモートセンシング観測および既
存リモートセンシング情報による広域動態
の解析：気球等を利用した高解像度空中写真
の撮影、および津波前後に撮影された航空写
真および衛星画像より、海草藻場の空間分布
と各種撹乱の関連性、海草藻場に対する津波
の影響の強度および空間異質性を広域スケ
ールで解明する。
(4) 野外操作実験：撹乱強度および頻度を操
作した野外実験を行い、異なる強度・頻度で
生ずる撹乱が海草藻場の群集構造に与える
作用機構を解明する。
(5) 以上の解析より得られた知見を統合す
ることにより、沿岸生態系における大規模撹
乱と局所的環境改変の複合効果について解
明する。

２．研究の進捗状況
(1) 生物群集の長期変動解析については、
2001 年より継続調査している６定点におい
て、当初の計画通りに、2008 年 3 月、2009
年 2 月、2010 年 1 月に、海草類の種多様性と
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生物量・空間分布様式、内在性ベントス・表
在性ベントス・魚類の種多様性と生物量に関
する現地調査を行い、長期データの収集し続
けている。
(2) 海草藻場の堆積物環境の観測について
は、上記(1)と同期間に同じ定点周辺におい
て採水および採泥を行い、水温、塩分、光量
子、濁度、栄養塩濃度、粒度組成等の変動を
継続観測している。また、海草藻場堆積物の
大深度掘削については、2008 年 6 月に千葉県
富津干潟の海草藻場での試行調査を元にコ
アサンプリングシステムを開発した。それを
用いた現地調査をタイの海草藻場において
2010 年 1 月に実施し、深度 2m に達する堆積
物の採集に成功した。その時に採集した堆積
物資料の元素解析・同位体解析を現在進めて
いる。
(3)リモートセンシング観測については、調
査地で撮影された過去の航空写真を入手す
ると共に、2008 年 3 月および 2009 年 2 月に
カイトフォトグラフおよび無人繋留型気球
を用いて海草藻場の高解像度空中写真の撮
影を行った。これらのデータは幾何補正を施
した上で GIS 上で統合して管理しており、現
在、各種の空間構造解析を実施中である。
（4）野外操作実験については、堆積物の撹
乱強度の操作の再現性などを検討するため
の予備調査を 2008 年 3 月と 2009 年 2 月に行
った。これを元にした本格的な操作実験を
2010 年 1 月～12 月の予定で実施中である。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。

（理由）
2007 年度から 2009 年度にわたる海外調査で
は、大きなトラブルもなく、当初のスケジュ
ール通りに調査地に赴き観測を行うことが
できた。これにより、生物群集の長期データ
については、既に津波前後の 9年間のデータ
が得られている。また現地で採集した水や堆
積物の化学分析も順調に進んでおり、環境条
件に関するデータも集積しつつある。以上の
成果の一部は既に当該分野で評価の高い国
際誌を含む複数のジャーナルで掲載あるい
は印刷中となっており、また国際学会の招待
講演を含む学会発表や図書として発表され
ている。さらに、大深度コア採集の採集物の
分析、リモートセンシング解析、および野外
操作実験も、おおむね当初計画どおり順調に
進みつつある。

４．今後の研究の推進方策
上記説明の通り、4年間の研究期間うち、3

年目までは順調に経過している。本研究課題
の最終年度にあたる 2010 年度においては、
海外調査を本年 11 月～12 月に行い、津波前
後 10 年間にわたる生物群集および水質・底

質の環境データの変動様式の解析を行う。ま
た、野外操作実験についても同時期に行われ
る現地調査により最終結果を得る予定であ
る。また既に採集・収集を行った堆積物コア
およびリモートセンシング画像データの解
析を進めることにより、各サブ研究課題の最
終的な解析を行い、それらを統合的に解析し
て、津波および局所的な堆積物撹乱が沿岸生
態系に与える影響の評価を行う予定である。
また、ここまでの研究成果をタイをはじめ

とする東南アジア沿岸域の研究者、行政関係
者、NGO などに広く還元するため、本年 11 月
にタイで行われる国際海草会議および海草
生物学ワークショップにて、研究発表をする
と共に、専門家以外への成果の解説説明も行
う予定である。
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